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●PとTが手をたずさえて学習に参加しましょう。

●親と子の心がかよう家庭をつくりましょう。

●地域での教育活動をすすめましょう。
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近
畿
Ｐ
Ｔ
Ａ

大
阪
府
大
会

お
め
で
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

令
和
７
年
11
月
４
日
（
火
）、
大

阪
国
際
会
議
場
（
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ

大
阪
）
に
お
い
て
、
第
51
回
日
本
Ｐ

Ｔ
Ａ
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
大
阪

府
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
は
、「
め
ぐ
り
愛 

ま

な
び
愛 

さ
さ
え
愛 

～
め
っ
ち
ゃ
え

え
（
愛
）
や
ん
！
愛
で
つ
な
が
る
Ｐ

Ｔ
Ａ　

大
阪
か
ら
新
時
代
へ
～
」
を

テ
ー
マ
に
５
つ
の
分
科
会
と
特
別
分

科
会
、記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

分
科
会
で
は
、
近
畿
各
府
県
の
代

表
者
か
ら
各
地
域
や
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
で

の
取
り
組
み
内
容
な
ど
の
発
表
を
基

に
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
私

が
参
加
し
た
第
１
分
科
会
「
組
織
運

営
」
で
は
、
貝
塚
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会

の
取
り
組
み
と
、
大
阪
市
立
西
九
条

小
学
校
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

貝
塚
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
以
降
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
し

た
会
議
の
開
催
が
増
加
し
た
こ
と

や
、
委
員
会
制
を
廃
止
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
を
導
入
す
る
な
ど
、
負
担

を
軽
減
し
な
が
ら
活
動
を
継
続
さ
せ

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

西
九
条
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
独

自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
保
護
者
の

中
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

を
組
織
し
、
運
動
会
の
ラ
イ
ブ
配
信

や
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
な
ど
、
得
意

分
野
を
活
か
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
年
１
回
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
あ
た
り
、
チ
ラ
シ
作
成
を

外
注
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
参
加
者

を
募
集
す
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

全
体
会
で
は
、
教
育
者
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
芸
術
家
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
様
々

な
顔
を
持
つ
、
ト
ー
キ
ョ
ー
コ
ー

ヒ
ー
代
表
の
吉
田
田
タ
カ
シ
氏
に
よ

る
「
こ
ど
も
に
向
き
合
う
大
人
の
愛

の
カ
タ
チ
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

吉
田
田
氏
は
、
こ
ど
も
食
堂
の
あ

り
方
を
孤
独
貧
困
な
ど
の
課
題
を
解

決
す
る
機
能
に
進
化
さ
せ
た
駄
菓
子

屋
「
チ
ロ
ル
堂
」
の
取
り
組
み
や
、

登
校
拒
否
の
ア
ナ
グ
ラ
ム
で
、「
問

題
は
こ
ど
も
の
不
登
校
で
は
な
く
、

大
人
の
無
理
解
」
と
い
う
視
点
か
ら

不
登
校
の
問
題
の
本
質
を
考
え
る

【
団
体
の
部
】

和
歌
山
市
立
楠
見
中
学
校
育
友
会

【
個
人
の
部
】

　

時
田
慎
太
郎

　

和
歌
山
市
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　

木
村
て
る
み有

田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　

平
木　

公
有
田
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
会

長
表
彰
の
和
歌
山
県
関
係
者
の
受
賞

は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
ト
ー
キ
ョ
ー
コ
ー
ヒ
ー
」
を
立
ち

上
げ
る
な
ど
、
と
に
か
く
楽
し
い
仕

組
み
を
作
り
上
げ
、
実
践
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

講
演
で
は
、「
こ
ど
も
た
ち
の
中

に
は
正
解
信
仰
が
根
付
い
て
い
て
、

大
人
に
な
っ
た
時
に
自
分
で
決
め
よ

う
と
し
て
も
、
多
数
派
に
紛
れ
て
間

違
え
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
。

今
の
学
校
教
育
シ
ス
テ
ム
の
問
題

は
、
知
識
を
得
る
た
め
に
暗
記
す
る

こ
と
が
目
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
が
、
均
質
化
さ
れ
た
画
一
的
な
教

育
シ
ス
テ
ム
で
は
未
来
は
な
い
。
こ

ど
も
が
大
切
な
個
性
や
自
己
肯
定
感

を
損
な
わ
な
い
た
め
の
新
し
い
形
の

居
場
所
が
必
要
で
あ
り
、
大
人
が
楽

し
ん
で
い
る
空
間
こ
そ
が
、
こ
ど
も

に
と
っ
て
安
心
し
て
自
分
を
肯
定
で

き
る
居
場
所
。
自
信
や
意
欲
が
育
て

ば
、
あ
と
は
こ
ど
も
が
主
体
性
を

も
っ
て
好
き
な
よ
う
に
好
き
な
こ
と

を
や
り
始
め
る
。
大
人
が
教
育
に

対
す
る
考
え
方
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

す
る
。
そ
れ
が
ト
ー
キ
ョ
ー
コ
ー

ヒ
ー
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
親
は
こ
ど
も
に
対
し
色
々

と
期
待
を
持
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
が
、
血
は
繋
が
っ
て
い
て
も
人

生
は
繋
が
っ
て
い
な
い
。教
育
と
は
、

こ
ど
も
に
裁
量
と
決
定
権
を
与
え
、

邪
魔
を
し
な
い
こ
と
だ
。」
と
も
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
ひ
と
り
の
親
と
し

て
自
分
自
身
の
行
動
を
顧
み
た
と
き

に
、
反
省
す
べ
き
点
の
多
い
、
非
常

に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
の
講
演
で

し
た
。

副
会
長　

和
田　

考
史

分科会の様子

ま
た
、
12
月
２
日
（
火
）、
東
京
・

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総

合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
日
本
Ｐ
Ｔ

Ａ
全
国
協
議
会
の
年
次
表
彰
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

和
歌
山
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら

は
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長

表
彰
（
団
体
）
を
和
歌
山
市
立
加
太

中
学
校
育
友
会
が
、
同
じ
く
個
人
の

部
で
島　

美
香　

様
（
和
歌
山
市
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
）、
福
林　

桂

子　

様
（
有
田
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

栄
え
あ
る
受
賞
を
さ
れ
た
方
々
の

長
年
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
対
し
て
敬
意

を
表
し
ま
す
。
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あ
る
会
長
の

　
　
　

 

ひ
と
り
言

楽
し
い
子
育
て

　全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

楽
し
い
子
育
て

　全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

〜
三
行
詩
募
集
〜

〜
三
行
詩
募
集
〜

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
く

世
の
中
に
、
つ
い
て
い
け
て
い
る

の
か
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

小
学
校
６
１
７
点
、
中
学
校

２
３
３
点
、
一
般
６
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
次
の

作
品
を
日
Ｐ
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
応
募
し
ま
し
た
。

◆ 

一
般
の
部

◆ 

小
学
生
の
部

和
歌
山
市
立
宮
北
小
学
校
３
年

小
澤　

凛
星

で
き
る
か
な

「
で
き
る
よ
で
き
る
。」
父
の
こ
え

　

そ
の
気
に
な
っ
て
が
ん
ば
る
よ

有
田
川
町
立
田
殿
小
学
校

岩
本　

留
美

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

「
い
っ
て
き
ま
す
」

　
　

元
気
に
帰
る　

お
約
束

和
歌
山
市
立
有
功
東
小
学
校

秋
月　

梨
紗
子

「
い
っ
て
き
ま
す
」
に

　
　
「
は
よ
お
か
え
り
」

　

母
か
ら
の
が
ん
ば
っ
て
ね
の

お
ま
じ
な
い

和
歌
山
市
立
宮
北
小
学
校
６
年

佐
々
木　

宝
良

「
何
か
あ
っ
た
？
」

　

何
で
も
見
抜
く
母
親
に

　
　

お
ど
ろ
く
私
と
喜
ぶ
私

海
南
市
立
東
海
南
中
学
校
３
年

西
山　

翔
晟

話
そ
う
よ

　

ス
マ
ホ
の
前
に

　
　
　
　

家
族
見
て

岩
出
市
立
岩
出
第
二
中
学
校
２
年

穂
谷　

心
都

家
族
み
ん
な
で
食
卓
を

　

囲
っ
て
い
る
時
間
が

　
　
　
　
　
　

私
の
幸
せ

海
南
市
立
東
海
南
中
学
校
２
年

髙
田　

り
ら

な
に
げ
な
い

　
　

家
族
の
会
話
が

　
　
　
　

た
か
ら
も
の

◆ 

中
学
生
の
部

和
歌
山
市
立
楠
見
小
学
校
６
年

藤
内　

采
美

家
族
の

「
お
は
よ
う　

お
や
す
み

　

た
だ
い
ま　

お
か
え
り
」
と

そ
の
大
き
な
言
葉
が

　

い
ち
ば
ん
の
元
気
の
も
と

高
野
町
立
高
野
山
中
学
校
３
年

富
田　

真
依
子

く
も
り
の
日

母
は
い
つ
も

「
傘
も
っ
て
い
く
？
」

　

と
声
を
か
け
て
く
れ
る
。

海
南
市
立
東
海
南
中
学
校
３
年

湯
川　

桃
代

反
抗
期

　

素
直
に
言
え
な
い

　
　
「
あ
り
が
と
う
」

　

そ
れ
で
も
一
番
頼
れ
る
場
所

【
小
中
学
生
の
部
】

伊
都
地
方　

高
野
山
小
学
校

和
歌
山
市　

宮
北
小
学
校

　
　
　
　
　

雑
賀
小
学
校

　
　
　
　
　

楠
見
小
学
校

　
　
　
　
　

名
草
小
学
校

　
　
　
　
　

太
田
小
学
校

　
　
　
　
　

有
功
東
小
学
校

　
　
　
　
　

附
属
小
学
校

海
南
・
海
草　

北
野
上
小
学
校

有
田
郡　
　

田
殿
小
学
校

日
高
地
方　

川
辺
西
小
学
校

【
中
学
生
の
部
】

伊
都
地
方　

高
野
山
中
学
校

岩
出
市　

岩
出
第
二
中
学
校

和
歌
山
市　
　

貴
志
中
学
校

海
南
・
海
草　

東
海
南
中
学
校

有
田
郡　
　

八
幡
中
学
校

【
一
般
の
部
】

和
歌
山
市　

有
功
東
小
学
校

有
田
郡　
　

田
殿
小
学
校

三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル

和
歌
山
市
立
太
田
小
学
校
５
年

山
田　

悠
琳

げ
ん
か
ん
で　

マ
マ
と
パ
パ

ろ
う
か
の
ま
ど
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

２
か
い
の
ま
ど
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん

　
　

あ
っ
ち
こ
っ
ち
に
て
を
ふ
っ
て

　
　
　
「
い
っ
て
き
ま
す
」

和
歌
山
市
立
太
田
小
学
校
５
年

小
河　

舜

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
の

た
く
さ
ん
の
思
い
が
つ
ま
っ
た

　

ぼ
く
の
名
前
。

い
つ
ま
で
も
大
切
に
す
る
よ
。

　

こ
の
名
前
。

参
加
校

子
ど
も
た
ち
は
、
柔
軟
に
新
し
い

こ
と
に
も
慣
れ
て
い
く
。
す
ご
い

と
思
う
反
面
、
親
の
出
番
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

私
に
は
、
社
会
人
に
な
っ
た
娘

と
中
学
生
の
息
子
が
い
ま
す
。
一

人
暮
ら
し
の
娘
は
、
忙
し
い
中
、

元
気
に
頑
張
っ
て
い
る
み
た
い

で
、
帰
省
の
た
び
に
、
社
会
人
と

し
て
一
歩
ず
つ
成
長
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
。

一
方
、
息
子
は
親
を
追
い
越
す

ほ
ど
に
身
長
が
伸
び
、
声
も
変
わ

り
、
口
数
も
減
り
、
返
事
も
短
く

な
り
、
な
か
な
か
じ
っ
く
り
話
す

こ
と
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

彼
な
り
に
成
長
し
て
い
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
親
と
し
て
は
、
い

ろ
い
ろ
口
出
し
し
た
く
な
る
気
持

ち
は
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ

は
我
慢
し
て
見
守
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
私
自
身
も
子
供
た
ち
と

一
緒
に
少
し
で
も
成
長
で
き
る
よ

う
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

忙
し
い
日
々
の
中
で
、
つ
い
先

の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
し
ま
い
ま

す
が
、一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、ゆ
っ

く
り
深
呼
吸
し
て
、
余
裕
を
も
っ

て
目
の
前
の
こ
と
に
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
姿
勢
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

私
の
経
験
や
技
術
等
に
役
立
つ

も
の
が
あ
る
な
ら
、
我
が
子
も
含

め
他
の
子
供
た
ち
に
も
伝
え
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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日
高
地
方
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

日
高
地
方
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

由
良
町
立
由
良
小
学
校
育
友
会

由
良
町
立
由
良
小
学
校
育
友
会

学
校
紹
介

学
校
紹
介

育
友
会
活
動

育
友
会
活
動

今
後
の
活
動

今
後
の
活
動

人
権
教
育
委
員
会

人
権
教
育
委
員
会

保
健
委
員
会

保
健
委
員
会

新
聞
委
員
会

新
聞
委
員
会

由
良
町
立
由
良
小
学
校
は
、
令

和
５
年
４
月
、
由
良
小
学
校
、
白

崎
小
学
校
、
衣
奈
小
学
校
の
３
校

が
統
合
し
新
た
な
歴
史
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
新
生
「
由

良
小
学
校
」
の
開
校
に
あ
た
り
、

新
し
い
校
章
と
校
歌
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

本
校
は
、「
や
さ
し
く　

か
し

こ
く　

た
く
ま
し
く
」
を
校
訓
と

し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

全
校
児
童
数
は
、
１
３
６
名
、
学

級
数
は
８
学
級
（
普
通
学
級
６
、

特
別
支
援
学
級
２
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

由
良
町
の
教
育
の
特
徴
で
あ
る

「
共
育
（
き
ょ
う
い
く
）
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
で
は
、
保
護
者
や
地
域

の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

積
極
的
に
学
校
教
育
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

学
習
発
表
会
に
向
け
た
楽
器
演
奏

の
指
導
補
助
、
家
庭
科
で
の
ミ
シ

ン
を
使
っ
た
裁
縫
の
補
助
、
昔
遊

び
体
験
学
習
の
実
施
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は

地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ
合
い
を
通

し
て
、
よ
り
深
く
、
楽
し
く
学
習

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。本

校
が
位
置
す
る
由
良
町
は
、

和
歌
山
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
海
と
山

に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
風
光
明

媚
な
町
で
す
。
特
に
「
日
本
の

エ
ー
ゲ
海
」
と
称
さ
れ
る
白
崎
海

岸
は
、
白
亜
の
石
灰
岩
と
コ
バ
ル

ト
ブ
ル
ー
の
海
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
息
を
の
む
美
し
さ
で
す
。ま
た
、

温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
ブ
ラ
ン

ド
み
か
ん
「
ゆ
ら
早
生
」
や
、
金

山
寺
味
噌
・
醤
油
発
祥
の
地
と
し

て
も
知
ら
れ
、
歴
史
と
自
然
の
恵

行
し
て
い
ま
す
。
学
校
長
の
お
話

や
育
友
会
員
の
皆
様
か
ら
投
稿
し

て
い
た
だ
い
た
原
稿
、
ま
た
各
学

校
行
事
の
感
想
文
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
る
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
発
行
さ
れ
た
新
聞
は
、
全
家

庭
に
配
付
さ
れ
、
学
校
の
取
組
や

児
童
の
様
子
を
広
く
共
有
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

運
動
会
終
了
後
、
テ
ン
ト
の
解

体
や
使
用
し
た
道
具
の
運
搬
な
ど

を
手
伝
い
、
円
滑
な
後
片
付
け
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
マ
ラ

ソ
ン
大
会
で
は
、
交
通
安
全
の
た

め
、
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
街
頭
に

立
ち
、
児
童
の
安
全
な
走
行
を
見

守
り
な
が
ら
指
導
を
行
い
ま
す
。

委
員
会
活
動
に
加
え
、
心
肺
蘇

生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
の
訓

練
を
行
う
救
急
救
命
講
習
会
、
校

地
内
の
溝
掃
除
や
木
の
剪
定
、
校

舎
の
窓
ふ
き
等
を
行
う
環
境
整
備

作
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
活
動
は
、
役
員
、
委
員
に
限
定

せ
ず
、
全
保
護
者
に
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
毎
回
多
く
の
保

護
者
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

少
子
化
に
よ
る
児
童
数
の
激
減

と
、
共
働
き
世
帯
の
増
加
や
価
値

観
の
多
様
化
に
よ
る
保
護
者
の
参

加
形
態
の
変
化
は
、
育
友
会
活
動

に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
で
す
。
本

校
の
育
友
会
活
動
に
お
い
て
も
、

活
動
の
目
的
と
成
果
を
改
め
て
検

証
し
、
真
に
必
要
か
つ
効
果
的
な

活
動
に
絞
り
込
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。今

後
、
私
た
ち
は
「
子
ど
も
の

た
め
」
と
い
う
活
動
の
本
質
に
立

ち
返
り
、
活
動
内
容
の
必
要
性
や

運
営
方
法
を
再
考
し
な
が
ら
活
動

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
学
校
と

保
護
者
の
皆
様
、
そ
し
て
地
域
の

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
育

友
会
と
し
て
発
展
・
進
化
を
目
指

し
ま
す
。

み
が
豊
か
な
地
域
で
す
。

由
良
小
学
校
は
、
こ
の
美
し
い

自
然
と
歴
史
あ
る
文
化
を
引
き
継

ぎ
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
の
良
き
伝

統
を
受
け
継
ぎ
、
地
域
に
愛
さ
れ

る
学
校
と
し
て
、
新
た
な
歴
史
を

築
い
て
い
ま
す
。

本
校
の
育
友
会
組
織
は
、
本
部

役
員
と
し
て
会
長
１
名
、
副
会
長

２
名
、
事
務
局
１
名
、
会
計
１
名
、

会
計
監
査
２
名
、地
区
役
員
10
名
、

専
門
委
員
会
役
員
３
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
専
門
委
員
と
教
職

員
は
、
人
権
教
育
委
員
会
、
新
聞

委
員
会
、
保
健
体
育
委
員
会
の
３

つ
の
委
員
会
に
分
か
れ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

人
権
に
関
す
る
意
識
を
高
め
る

た
め
、
児
童
、
保
護
者
、
教
職
員

を
対
象
に
し
た
教
育
講
演
会
を
企

画
し
、
運
営
準
備
を
行
い
ま
す
。

情
報
モ
ラ
ル
や
子
ど
も
の
人
権
な

ど
、
対
象
者
の
ニ
ー
ズ
や
時
代
の

課
題
を
踏
ま
え
て
テ
ー
マ
を
選
定

し
、
外
部
講
師
を
招
い
た
講
演
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

年
に
２
回
、
育
友
会
新
聞
を
発
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令
和
７
年
８
月
22
日
〜
23
日
に

石
川
県
で
開
催
さ
れ
た
標
記
研
究

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の

大
会
は
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
未
来

づ
く
り
の
た
め
に
～
創
造
と
協
働

を　

石
川
か
ら
～
」
を
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
石
川
県
内
各
地
で

７
つ
の
分
科
会
と
全
体
会
・
記
念

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

分
科
会
で
は
家
庭
教
育
、
学
校

教
育
、
地
域
連
携
、
人
権
教
育
、

広
報
活
動
、
今
日
的
課
題
（
３
分

科
会
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
に
則
し
た
基
調
講
演
と
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
私
が
参
加
し
た
特
別

分
科
会
第
２
で
は
「
学
校
教
育
に

お
け
る
防
災
の
学
び
～
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
と
そ
の
後
の
豪
雨

災
害
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
ど
う

生
か
し
て
い
く
か
～
」
を
テ
ー
マ

に
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
具
体

的
な
内
容
と
し
て
は
①
学
校
教
育

だ
け
で
な
く
家
庭
で
の
防
災
教
育

も
必
要
②
家
庭
で
の
防
災
教
育
で

は
「
親
が
子
に
教
え
る
」
だ
け

で
は
な
く
「
親
と
子
が
共
に
学

ぶ
」
③
知
っ
て
い
る
こ
と
で
救
え

る
命
、
知
ら
な
い
こ
と
で
失
わ
れ

て
し
ま
う
命
が
あ
る
④
災
害
時
は

子
ど
も
の
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
が
大

き
く
な
る
た
め
保
護
者
が
見
守
り

⑤
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携
⑥

現
在
の
防
災
対
策
に
エ
ビ
デ
ン
ス

が
あ
る
か
ど
う
か
を
考
え
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
す
る
こ
と
、
な
ど
が
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。全

体
会
で
は
石
川
県
の
副
知
事

で
あ
る
浅
野
大
介
氏
よ
り
「
能
登

の
創
造
的
復
興
と
学
び
の
環
境
～

学
習
環
境
の
魅
力
が
あ
っ
て
こ
そ

の
復
興
～
」
と
題
し
た
記
念
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
浅
野
氏
は
経
産

省
在
職
時
に
子
ど
も
た
ち
の
未
来

を
見
据
え
て
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
を
推
進
し
た
方
で
、
災
害
発

生
後
の
生
活
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
再
建
に
取
り
組
み
な
が

ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

の
再
建
と
魅
力
化
が
な
け
れ
ば
持

続
可
能
な
復
興
は
成
功
し
得
な
い

と
の
考
え
の
も
と
、
単
に
災
害
前

の
状
態
に
戻
す
の
で
は
な
く
、
将

来
を
見
据
え
て
教
育
環
境
の
魅
力

化
を
図
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。災

害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
特
に
和
歌
山
県
で
は
南

海
ト
ラ
フ
地
震
お
よ
び
そ
れ
に
伴

う
津
波
に
よ
り
大
き
な
被
害
が
出

る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守

る
た
め
に
、
ま
た
子
供
た
ち
の
学

び
を
止
め
な
い
た
め
に
、
何
が
で

き
る
の
か
、
何
を
す
べ
き
な
の
か

を
常
に
考
え
、
備
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

第
73
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
大
会
に
参
加
し
て

和
歌
山
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

副
会
長　

中　
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